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Amazon Personalize ハンズオン



今回実施するハンズオンの内容

• AWS 公式の Getting started に従って実施
• 以下のURLから、Amazon Personalize の Getting started 
のページに移動 (URLのメモ, bookmarkしておくと便利)

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/personalize/latest/dg/getting-started.html



ハンズオンの⼿順

1. データの準備

2. データセットのインポート

3. ソリューションの学習

4. キャンペーンを作成してリコメンデーションを⾏う

5. リソースの削除



1. データの準備



• 9700 本の映画に対する 600 ユーザーの評価履歴にも
とづいて、映画のリコメンデーションを⾏う

• 学習データとなる評価履歴のデータを以下のURLから
ダウンロード・解凍

1-1. データの準備

http://files.grouplens.org/datasets/movielens/ml-latest-small.zip



1-2. ダウンロードしたデータ

ダウンロードした zip ファイルを解凍し、
その中の ratings.csvを利⽤



1-3. データの加⼯
csv を編集できる適当なソフトで加⼯して保存する

(1) ratings の列を削除する (2) ヘッダを Personalize にあわせて
USER_ID,ITEM_ID,TIMESTAMP
にする



1-4. Amazon S3 にアクセス
データをS3にアップロードするためS3にアクセス

コンソールにサインイン マネジメントコンソールから
S3を検索



1-5. S3 に CSV をアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする



1-5. S3 に CSV をアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

唯⼀な名前を⼊れる

Personalizeを利⽤するリージョン

personalize



作成したバケット

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード

test-bucket-personalize



S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード

ドラッグ

test-bucket-personalize



ドラッグアンドドロップでアップロード

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード



コピーパスして、
メモ帳か何かに貼り付け
ておく

S3にバケットを作成して、CSVをアップロードする

1-5. S3 に CSV をアップロード



1-6. Personalize からバケットアクセスを許可
Personalize からのアクセスを許可するようにバケットポリシーを設定

test-bucket-personalize

ここから作成したバケットに移動

test-bucket-personalize アクセス権限に移動



1-6. Personalize からバケットアクセスを許可
右のバケットポリシーをコピーして、S3のエディタに貼り付けて保存
bucket-nameを作成したバケット名に変更

{
"Version": "2012-10-17",
"Id": "PersonalizeS3BucketAccessPolicy",
"Statement": [

{
"Sid": "PersonalizeS3BucketAccessPolicy",
"Effect": "Allow",
"Principal": {

"Service": "personalize.amazonaws.com"
},
"Action": [

"s3:GetObject",
"s3:PutObject",
"s3:ListBucket"

],
"Resource": [

"arn:aws:s3:::bucket-name",
"arn:aws:s3:::bucket-name/*"

]
}

]
}



2. データセットのインポート



2-1. Personalize のコンソールに移動

S3 から Personalize のコンソールに移動するために、
まず左上の「サービス」を選択する



2-1. Personalize のコンソールに移動
表⽰される画⾯で Personalize を検索してクリック



2-2. データセットグループを開く

• 左の からメニューを
開く

• Dataset groups という
メニューが表⽰される
のでクリック



2-3. データセットグループを作成
• Create dataset group を選択してデータセットグループを作成
• Interactions (必須), Users (オプション), Items (オプション) の

3種のデータセットをデータセットグループに登録可能
• このハンズオンでは、必須の Interactions のみ利⽤



2-4. データセットグループの設定

任意の名前を設定

Next をクリック



2-5. Interaction データの設定

任意の名前を設定

初めて schema を作るので、
Create a new schema として、
任意の schema name をつける

schema definition はこのまま
(CSV をこれにあわせたので）



2-6. データセットのインポート

任意の名前を設定
create a
new role
選択

作成した
Role を
設定

メモしておいたS3 のパスを⼊⼒

Any S3 bucket
を選択



2-7. インポートの完了を待つ

になる
まで待つ



3. ソリューションを学習する



3-1. ソリューションの学習画⾯へ移動
データインポートが終わると、ソリューション学習を start できる

インポート完了 ここから学習を start 

リアルタイムイベントを利⽤
する場合に設定（今回は不要）



3-2. ソリューション学習の設定をする (1/2)
ソリューションの名前設定と学習に利⽤するレシピを選ぶ

任意の名前を設定

• Manual を設定
• 学習に利⽤する
レシピに
aws-hrnnを選択



3-3. ソリューション学習の設定をする (2/2)
• 履歴の⻑さによって、学習で考慮するユーザを選択する等の設定を⾏う
• デフォルトのまま、画⾯下の Next を実⾏

履歴の⻑すぎる or 短すぎる
ユーザを除去する

ハイパーパラメータを変更して
アルゴリズムを調整する

Perform HPO を⾏うと
以下を⾃動調整できる

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/personalize/latest/dg/native-recipe-search.html



3-4. ソリューション学習の設定を確認する
問題なければ Finish を実⾏して学習を始める



3-5. 学習完了まで待つ

View Solutions が表⽰されるまで待つ



4. キャンペーンを作成して
リコメンデーションを⾏う



4-1. キャンペーン作成画⾯へ移動
ソリューションの学習が終わるとキャンペーンを作成できる

View solutions が
表⽰されたら
Create new campaign



4-2. キャンペーンの作成

my-solution

任意の名前を設定

作成したソリューションと
ソリューションバージョンを
選択

1秒間にリアルタイムで
応答するリクエスト数
（数に応じた料⾦がかかる）



4-3. キャンペーンの作成を待つ

左のメニューから
Campaigns に移動

になるまで待つ



4-4. 作成したキャンペーンを選ぶ



4-5. キャンペーンからリコメンデーションを⾏う

キャンペーンをテストする
画⾯が追加されている
• User ID を⼊⼒ (例えば1)
• Get recommendations
を実⾏



4-6. 結果の確認
⼊⼒した User ID に推薦すべき Item ID のリストが出⼒される



4-7. バッチ推論の開始 (S3への出⼒)

左のメニューから Batch inference jobs を選択



4-8. バッチ推論ジョブの⼊⼒データ準備

Personalize ではなく⼿元のPCでの作業です
• リコメンデーション結果を得たいユーザのリストを json で作成
• テキストエディタで以下のファイルを input.jsonとして保存

{"userId": "1"}
{"userId": "2"}
{"userId": "3"}
{"userId": "4"}
{"userId": "5"}

⼊⼒形式はアルゴリズムによって異なります
https://docs.aws.amazon.com/personalize/latest/dg/getting-
recommendations.html#recommendations-batch



4-9. ⼊⼒データをS3にアップロード

S3 での作業です
• Personalize の画⾯は開いたまま、S3 にアクセスする

https://s3.console.aws.amazon.com/
• Personalize ⽤に作成したバケットに、input.jsonをアップロード

test-bucket-personalize

ドラッグ



4-9. ⼊⼒データをS3にアップロード

S3 での作業です



4-9. ⼊⼒データをS3にアップロード

S3 での作業です
input.jsonのアップロードを確認



4-9. ⼊⼒データをS3にアップロード

S3 での作業です
input.jsonのアップロードを確認・選択し、コピーパスしてメモしておく



4-10. バッチ推論ジョブの設定・実⾏ (1/2)

任意の名前を設定

作成したソリューションと
ソリューションバージョンを
選択



4-11. バッチ推論ジョブの設定・実⾏ (2/2)

コピーパスした json ファイルのパス

作成したバケットへのパス



4-12. バッチ推論ジョブの完了を待つ

になるまで待つ



4-13. バッチ推論の結果を確認する

S3 での作業です
• Personalize の画⾯は開いたまま、S3 にアクセスする

https://s3.console.aws.amazon.com/
• Personalize ⽤のバケットに、出⼒結果 input.json.outを確認できるので選択



4-13. バッチ推論の結果を確認する

S3 での作業です
「ダウンロード」からファイルをダウンロードして、テキストエディタなどで
結果を確認する

ユーザIDごとの
推薦商品のリストのファイル



5. リソースを削除する



リソースの削除: S3

• 今回利⽤したデータ
• エクスポートを実施した場合は、その⼊出⼒ファイルも削除



リソースの削除: Amazon Personalize
• 左のメニューから、Campaigns, Solutions and recipes, Datasets を
順に選び、各ページでDelete を実⾏する

• すべて削除すると、左のメニューから Dataset groups を選んで、
Dataset groupも削除


